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１．はじめに
看護教育における臨床実習は，対象個々に応じたケ
アの実際を学び，看護体験をとおして自己理解を深め，
専門職の価値観を育むという意義がある1）。
近年，入院日数の短縮化が進んだことで，外来患者
が増加しており，外来看護の重要性が浮き彫りされて
いる。
特にがん化学療法の分野においては，いくつかの要
因から外来患者数が急増している。診療報酬の面では
2002年４月の改定で，外来がん化学療法を行う一定の
条件を満たした施設には外来化学療法加算が新設され
ていること，副作用管理の面では副作用の少ない薬剤
や制吐作用の高い制吐剤が開発されたことや，外来で
も施行可能なプロトコールが開発されたことが影響し
ている。また，がん治療の進歩により1960年代は
29.5-37.3％だった５年生存率は，1992-96年には58.1％
へと延長している2）。そのため，がんを抱えながら生
活をする，がんサバイバーの期間が長期化しており，
もはやがんは慢性疾患と位置づけられる疾患となって
いる。
このように，日々変化している医療の現場に合わせ
て看護基礎教育も変化させ，現場に即した学生教育を
行なっていく必要がある。
疾患を抱えながら地域で生活をしている対象者を，
「生活者」の視点で深く学ぶためには，外来で看護体
験をとおして学習することで，高い学習効果が期待で
きると考えられる。
化学療法を行うことにより出現する副作用症状は，
使用する抗がん剤の種類，投与量や投与頻度など行っ
ているプロトコールにより大きく異なる。また，その
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人それぞれで異なるため，患者自身が自分にどのよう
な副作用が出現するか，また副作用の出現するサイク
ルや程度を体感しながら日常生活を適応させている。
外来で化学療法を受ける患者は仕事や親役割などの発
達段階に応じた役割を，地域社会で担いながら治療と
平行して行なっており，その役割も他者に移譲したり，
変更したりと適応させていくための工夫が求められ
る。また入院と異なり，外来で化学療法を行うという
ことは，医療従事者が常時そばにいることができない
ため，副作用症状などについてセルフマネジメントを
行うことが必要となる。これらが外来で化学療法を受
ける患者の特徴であり，病棟実習だけでは学ぶことが
出来ない事柄である。
先行研究では，学生は外来実習により対象理解を深
め，看護の本質を学んだことが報告されている3)~5)。
また，外来実習が２時間という短い時間であっても学
生の積極的な態度や興味，指導する側の姿勢で学生の
学びが深まること6)も明らかになっている。
本学では，成人看護学実習の一環として外来実習を
取り入れている。外来実習導入からちょうど１年が経
過しており，本実習のあり方を検討していくことが必
要であると考える。また先行研究では，外来で化学療
法を受けている患者と関わる実習について報告したも
のや，その学びを検討したものはない。そこで本研究
では，外来化学療法センター実習を通して学生ががん
化学療法が患者に及ぼす影響についてどのような学び
を得ているのかを分析することを目的とした。
２．用語の操作的定義
生活：生活とは，人間の生存そのものであり，生あ
る限り止むことなく更新・展開される各個人の営みで
ある。この営みには，生命維持に直結する呼吸・循
環・体温や，生活リズムを作り出す運動・休息・食・
排泄・清潔・衣，社会的活動としての遊びや学習を含
む労働，精査に応じた活動や循環が内包されている7）。
化学療法：化学療法とは，化学物質（抗がん剤）を
用いてがん細胞を破壊する治療法で，がんの３大治療
法の１つである。ここでは分子標的治療薬も含む。
３．成人看護学実習における外来化学療法センター実
習の概要
本学における成人看護学実習の目的は，「既習の知
識・技術を活用し，健康障害を持つ成人期にある対象
を統合的にとらえ看護を実践する能力を養う」ことで
ある。成人看護学実習は，成人看護学領域における講
義・演習を履修後，３年後期より成人看護学実習Ⅰ
（慢性期・終末期）と成人看護学実習Ⅱ（急性期・回
復期）の２領域を３週間ずつの日程で行っている。
成人看護学実習Ⅰ（慢性期・終末期）の行動目標は
①生活の再調整が必要な慢性疾患患者の看護　②治療
を受けるがん患者の看護　③終末期にある患者の看護
である。外来化学療法センターの外来実習は①と②の
中に位置づけられ，行動目標の細項目として，外来化
学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響を把握し，看
護を検討することができることを目標に掲げている。
外来化学療法センターでの実習は，成人看護学実習
Ⅰの実習期間内の１日，約２時間を利用して行ってい
る。時間が限られているため，実習開始前に外来化学
療法センター看護師から外来化学療法センターの概要
や看護の役割について講義を受け，知識を深めた上で
実習に臨んでいる。当日は外来化学療法センター内を
見学し，看護の実際，薬剤師の役割について説明を受
けた後，治療を行っており，かつ同意が得られた患者
１名に対し学生２－３名で30分程度の対話を行う。こ
の対話に実習の重きを置いており，看護師からプロト
コール，疾患，現在出現している副作用について説明
を受け，対象理解を深めてから対話を行っている。対
話の際は外来化学療法を行なってどのような影響があ
るか，どのように対応しているかなどを中心として対
話するように説明を行なっている。また，事前学習と
して，主な副作用症状（悪心・脱毛・倦怠感）の発生
機序と看護についてレポートを提出させている。
４．倫理的配慮
全ての実習終了後，研究対象者に研究説明同意文書
を渡し，口頭で研究の趣旨・目的，協力内容，個人の
プライバシーの保護，個人名などは秘密厳守すること，
本研究から生じる利益・不利益，本研究に参加するか
否かは成績とは無関係であること，データの管理につ
いて十分に説明を行った。同意文書の提出をもって同
意を得たものとした。
５．対象と方法
１）対象者
研究対象者はＡ大学医学部保健学科看護学専攻の第
３－４学年で成人看護学実習Ⅰを履修した学生80名の
うち，研究参加に同意が得られた60名とした。
２）データ収集方法
外来化学療法センター実習（以下外来実習とする）
終了後に，化学療法が患者および家族の生活に及ぼす
影響と対応について，実習をとおして学んだことにつ
いて提出した記録を分析対象とした。
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３）分析方法
データの分析は Berelson．B の内容分析8)に基づき，
次の手順で行った。
まず，記述された記録から①化学療法が患者・家族
の生活に及ぼす影響②患者が自ら行っている対応方法
についての内容を１文脈単位として抽出した。意味内
容を損ねないよう主語と述語からなる１文章を抽出
し，記録単位とした。１文章に複数の内容が記述され
ている場合は分割し，複数の記録単位とした。次に，
導き出された記述の意味を吸い上げたものをコードと
し，コードを意味内容の類似性に従い抽象化し，サブ
カテゴリー化した。さらにサブカテゴリーを意味内容
の類似性に従い抽象化し，カテゴリーとした。
各サブカテゴリー，カテゴリーに分類された記録単
位の出現頻度と比率を算出した。
データに忠実に解釈が行われているかなど，データ
分析過程に置いて，質的研究，また成人看護学実習と
がん看護に精通した看護研究者のスーパービジョンを
受けながらすすめていくことで，信頼性の確保に努め
た。
分析の信頼性は，本研究に携わっていない看護学研
究者２名に分析の一部を依頼し，スコットの式（π＝
Ｐ0－Ｐe／１－Ｐe）に基づき，一致率を算出した。
４）研究期間
2007年１月~2007年９月
６．結果
学生２－３名につき，１名の患者と30分程度の対話
を行った。学生の外来実習で対話した患者の疾患は，
大腸がん14名，乳がん14名，膵臓がん９名，肝臓がん
８名，食道がん４名，肺がん・血液腫瘍各々３名，胃
がん２名で，不明は３名であった（延べ人数）。使用
していた主な薬剤は，タキソール，タキソテール，エ
ルプラット，ジェムザール，シスプラチンなどであっ
た。
分析対象者60名の記録全てから外来化学療法が患
者・家族の生活に及ぼす影響についての記述が得られ
た。外来化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響に
ついての記述は107記録単位，患者の対応方法につい
ての記述は133記録単位に整理された。これらの記録
単位から，化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響
については６つのサブカテゴリーが形成され，最終的
に【化学療法がが心理・精神，生理，社会生活に負の
影響を与えていることの理解】【生活を再調整する必
要性の理解】【治療や疾患に対して不安を抱くことの
理解】の３つのカテゴリーが形成された（表１）。ま
た，患者が自ら行っている対応方法については９つの
サブカテゴリーが形成され，【副作用や治療で生じた
負の影響に対する対応の理解】【ストレスマネジメン
トや生活リズムの獲得と適応の理解】【治療生活と自
己コントロール感の獲得の理解】の３つのカテゴリー
が形成された（表２）。化学療法が患者・家族の生活
に及ぼす影響についてのサブカテゴリーの研究者間の
一致率は100％で，患者が自ら行っている対応方法に
ついてのサブカテゴリーの研究者間の一致率は88.9％
であり，両方共に信頼性の確保されたカテゴリーであ
ることが確認された。
以下，サブカテゴリーに含まれる記録単位は｢ ｣，
サブカテゴリーは＜　＞，カテゴリーは【 】で示し，
カテゴリーごとに特徴を示す。
１）化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学び
の分析
(1)化学療法が心理・精神，生理，社会生活に負の影響
を与えていることの理解
このカテゴリーは副作用症状が与える様々な影響に
ついて，患者と対話することにより，その方が実際体
験している影響を知識として得たことを示した。
＜副作用症状が心理・精神的な苦痛をもたらしてい
ることがわかる＞は，副作用症状が単に身体的に影響
を及ぼすだけではなく，心理的な苦痛や精神的な苦痛
を与えていることを対話から知識として得たものであ
った。学生は，「脱毛はボディーイメージを変化させ
女性には特にショックを与えている」「今までのよう
に生活することができず，精神的な苦痛になる」と記
述している。
＜副作用症状により生理的ニーズが障害されている
ことがわかる＞は，生理的ニーズである食・排泄・睡
眠に障害をもたらしていることを知識として得たこと
を表すものであった。学生は「倦怠感が強く食事もな
かなか摂取できない」と記述している。
＜化学療法により社会生活を変更していることがわ
かる＞は，副作用症状が出現したことにより，今まで
よりも社会生活が制限されて，または自ら制限するこ
とで縮小していることがわかったという内容であっ
た。学生は「悪心や倦怠感のため気力がわかず，横に
なって過ごしたり，あまり動かずにいる」と記述して
いる。
(2)生活を再調整する必要性の理解
このカテゴリーは，外来治療を行うことにより生活
が今までとは変化するため，生活を調整して再調整し
ていくことが必要であると感じたことを示した。
＜外来治療により生活の変更を余儀なくされている
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ことがわかる＞は，外来治療や外来通院により，生活
を今までと全く変わらず送ることは困難であり，何ら
かの変更を強いられていることがわかったことを示し
ていた。学生は「外来といっても治療時間が長いため
生活に影響を与えている」と記述している。
＜外来治療を行っている人はセルフマネジメントが
重要であることに気づく＞は，患者との対話をとおし
て，外来で化学療法を行う患者や家族は副作用などに
対応していく必要があり，かつ，そのセルフマネジメ
ントが重要であると気づいたことを示していた。学生
は「外来で治療をする人は副作用の対応やセルフマネ
ジメントを自分で行わなければならない」と記述して
いる。
(3)治療や疾患に対して不安を抱くことの理解
このカテゴリーは，治療や疾患についての不安を抱
えながら治療を行っていることがわかったことを示し
た。学生は「再発の恐怖やあるいは死への恐怖を抱え
ている」と記述していた。
２）患者が自ら行っている対応方法の学びの分析
(1)副作用や治療で生じた負の影響に対する対応の理解
このカテゴリーは副作用症状をどのように予防して
いるのか，どのように緩和するための工夫を行ってい
るかについて，対話からその具体的な内容を聞き，新
たな知識として得ていることを示した。
＜副作用症状を軽減するために，食事を工夫して対
応していることがわかる＞は，患者が副作用症状を少
しでも軽くするために自分で様々な工夫をしているこ
とを知識として得たことを表すものであり，学生は
「食べやすい味や形態の物を好んで食べている」と記
述している。
＜副作用症状を軽減するために，市販の物を利用し
て対応していることがわかる＞は，患者が出現してい
る副作用症状に対して市販の物を利用して，副作用症
状に対応していることを知識として得たことを示して
いた。学生は「脱毛に対しウィッグや帽子，バンダナ，
眉毛を書き足すなど行い対応している」と記述してい
る。
＜副作用症状や治療で生じた負の影響を，ソーシャ
ルサポートを受けて対応していることがわかる＞は，
患者が副作用のみならず，治療で生じた影響を代償す
べく，ソーシャルサポートを活用していることを知識
として得たことを示し，学生は「職場の人の理解や家
族の手助けを受けながら治療を行っている」と記述し
ている。
＜副作用症状を未然に防ぐために予防行動を行って
いることがわかる＞は，患者が副作用症状が出現しな
いように自ら予防行動をとっていることを知識として
得ていることを示し，学生は「感染予防行動（うが
い・マスク・外出制限など）を行っている」と記述し
ている。
(2)ストレスマネジメントや生活リズムの獲得と適応の
理解
このカテゴリーは，ストレスマネジメントをどのよ
うに行っているか，生活リズムの獲得についての知識
を得たことを示している。
＜自分で工夫してストレスマネジメントを行ってい
ることがわかる＞は，患者が自分で工夫してストレス
マネジメントを積極的に行っている様子を対話から知
識として得ていることを示し，学生は「家族や友人と
話したり，趣味をして気分をすっきりさせている」と
記述している。
＜副作用に合わせて生活リズムを適応させているこ
とがわかる＞は，患者が治療を繰り返すことにより治
療サイクルに応じた自分の副作用症状の出るタイミン
グやパターンを把握し，それに合わせて生活している
様子を理解したことを示し，学生は「日誌を書き，い
つどのような症状が出てくるか把握している」と記述
している。
＜治療生活を繰り返すことで生活リズムが獲得でき
ることがわかる＞は，患者が通院による外来化学療法
を繰り返すうちに，治療生活に慣れることができてい
る様子を理解したことを示し，学生は「定期的に通院
治療するということになれることができている」と記
述している。
(3)治療生活の調整と自己コントロール感獲得の理解
このカテゴリーは，治療生活の調整を行い自分のコ
ントロール感も獲得し，前向きに今後のことを考える
ことができている様子を理解していることを示してい
る。
＜治療生活をとおして自己コントロール感を得てい
ることがわかる＞は，治療を繰り返しながら生活調整
を行い，自分で自分をコントロールすることができて
いるという患者が持つ感覚を理解したことを示し，学
生は「自分なりに対応し，その人らしい生活を送って
いる」と記述している。
＜治療生活を整え，前向きに取り組んでいることが
わかる＞は，治療に伴い生じた障害を治療を継続しな
がら調整し，さらに今後のことを視野に入れ，前向き
に取り組む患者の姿勢を理解したことを示し，学生は
「化学療法を受けながらも残りの人生元気に過ごして
生きたいと思う」と記述していた。
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３）カテゴリー，サブカテゴリー間の記録単位数の割
合から見た量的比較
(1)化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学び①
化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学びのカ
テゴリー間の分析（図１－１）
記録単位総数107のうち最も多かったものが【化学
療法が心理・精神，生理，社会生活に負の影響を与え
ていることの理解】で73記録単位（68.2%），２番目
に多かったものが【生活を再調整する必要性の理解】
で21記録単位（19.6％），３番目が【治療や疾患に対
して不安を抱くことの理解】で13記録単位（12.1%）
であった。
②化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学びの
サブカテゴリー間の分析（図１－２）
記録単位総数107のうち，上位を占めていたもの
は，＜化学療法により社会生活を変更していることが
わかる＞で38記録単位（35.5%）で一番多く，２番目
が＜副作用症状が心理・精神的な苦痛をもたらしてい
ることがわかる＞が26記録単位（24.3%），３番目
が＜外来治療により生活の変更を余儀なくされている
ことがわかる＞で15記録単位（14.0％）であった。
(2)患者自身で行っている対応方法の学び
①患者自身で行っている対応方法の学びのカテゴリー
間の分析（図２－１）
記録単位総数133のうち最も多かったものが【副作
用や治療で生じた負の影響に対する対応の理解】で67
記録単位（50.4%），２番目に多かったものが【スト
レスマネジメントや生活リズムの獲得と適応の理解】
で47記録単位（35.3％），３番目が【治療生活の調整
と自己コントロール感獲得の理解】で19記録単位
（14.3％）であった。
②患者自身で行っている対応方法の学びのサブカテゴ
リー間の分析（図２－２）
記録単位総数133のうち，上位を占めていたもの
は＜副作用に合わせて生活リズムを適応させているこ
とがわかる＞で34記録単位（25.6%）で最も多く，次
いで＜副作用症状を軽減するために，食事を工夫して
対応していることがわかる＞で 3 3記録単位
（24.8％），＜副作用症状を軽減するために，市販の物
を利用して対応していることがわかる＞で16記録単位
（12.0%）であった。
７．考察
成人看護学実習Ⅰにおける外来実習の行動目標は①
生活の再調整が必要な慢性疾患患者の看護②治療を受
けるがん患者の看護であり，行動目標の細項目では，
外来化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響を把握
し，看護を検討することができるということを掲げて
いる。外来実習における化学療法が患者・家族の生活
に及ぼす影響についての学びは，３つのカテゴリーか
ら形成されていることが明らかになった。また，患者
が自ら行っている対応の学びは，３つのカテゴリーか
図１ 化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学びの記録単位数の割合
図１－１ カテゴリー間の割合 図１－２ サブカテゴリー間の割合
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ら形成されていることが明らかになった。以下に実習
の目標に対して，またがん化学療法に関する具体的な
学びについて考察を述べる。
１）学習目標に対する分析
記録を分析した結果，分析対象者60名全員から目標
に沿った記述内容が得られたことから，すべての対象
者においてがん化学療法に関する学びが得られたこと
が明らかになった。
外来化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学
びとしては【化学療法が心理・精神，生理，社会生活
に負の影響を与えていることの理解】【生活を再調整
する必要性の理解】【治療や疾患に対して不安を抱く
ことの理解】が形成された。この学びは成人看護学実
習Ⅰの行動目標②治療を受けるがん患者の看護の一部
であり，外来実習の目標でもある。さらに患者が自ら
行っている対応方法の学びとしては【副作用や治療で
生じた負の影響に対する対応の理解】【ストレスマネ
ジメントや生活リズムの獲得と適応の理解】【治療生
活と自己コントロール感の獲得の理解】が形成され，
この学びは，成人看護学実習Ⅰの行動目標①生活の再
調整が必要な慢性疾患患者の看護の一部である。【治
療生活の調整と自己コントロール感獲得の理解】は，
目標より高いレベルの学びであり，外来実習では，意
図した以上の効果が得られていた。今回，外来実習の
もう１つの目標である「看護の検討」は，情報量が多
く分析までには至らなかったが，上記２点の学びから，
目標に沿った学びが得られていることが明らかになっ
た。
梶原らは9），産科・婦人科外来実習で対象者と接す
ることにより，限られた時間の中でも多くの学びを得
ていたと報告している。本研究でも短時間の実習であ
っても目的を持って患者と対話をすることで多くの学
びが得られており，同様の結果が得られている。外来
実習は，通院し化学療法を行っている患者と治療をし
ている場面で対話するということが，特に効果的であ
ったと考える。患者は今現在出現している副作用やそ
れに対する対応法を生々しく語ることができるであろ
うし，学生は目の前で化学療法を受けている患者が語
る現実を，正に現実として感じることができる。例え
ば脱毛が生じている患者が脱毛についての対応法や精
神的苦痛を学生に語ったとしたなら，学生は想像では
なく，強いイメージを持って理解することができる。
浅井ら10）は学生が情報に着目し感情を抱いた経験は，
思考や行為を動機付ける経験であり，この経験により
更に思考や行為を発展させていくと述べている。患者
との対話は，思考や行為を動機付ける経験となり，理
解を促進すると考える。教科書だけでは学びきれない
部分を，自ら体験し知識として確立させていくことが
図２ 患者自身が行っている対応方法の学びの記録単位数の割合
図２－１ カテゴリー間の割合 図２－２ サブカテゴリー間の割合
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臨地実習の目的であり，今回の外来化学療法センター
での外来実習は，外来通院している地域に生活する患
者の心理・精神・身体・社会的状況を理解する上で非
常に重要な役割をはたしている。
２）化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学び
ここでは学生が，化学療法が患者・家族の生活に及
ぼす影響について【化学療法が心理・精神，生理，社
会生活に負の影響を与えていることの理解】，【生活を
再調整する必要性の理解】，【治療や疾患に対して不安
を抱くことの理解】の３つを学んでいることが明らか
になった。
化学療法で出現する副作用症状は，人それぞれ程度
や種類が異なる。また外来で化学療法を受ける患者は，
副作用症状などをセルフマネジメントすることが求め
られる。さらに日常生活を送りながら治療を行うこと
から，入院と比較するとより強く生活へ影響が生じる
という特徴がある。
学生はそれらの特徴を【化学療法が心理・精神，生
理，社会生活に負の影響を与えていることの理解】，
【生活を再調整する必要性の理解】として学びを得て
いた。外来という場で病衣姿ではなく私服姿の患者か
ら，現在どのような生活を送っているのかについて対
話をすることにより，より生活者という視点を意識す
ることが可能であったと感じる。
また看護を実行する上で，患者にどのような影響が
生じているかを理解することは非常に重要な事柄であ
る。学生は看護を行なうための前段階として必要な知
識である，様々な負の影響が出現するということを理
解しており，ここから必要な看護の思考を展開するこ
とができるのではないかと考える。
外来で化学療法を受けているがん患者は治療中も何
かしらの気がかりや不安を抱えているとされてい
る11)12)。【治療や疾患に対して不安を抱くことの理解】
は，患者は不安を率直に学生に伝えており，また学生
は患者との対話から患者の思いを感じ，不安を抱いて
いることを理解していることを意味する。想像や推測
ではない，実際の声を聞くということで，ここでもや
はり対話の重要性が浮き彫りになっている。
３）患者が自ら行っている対応方法の学び
ここでは【副作用や治療で生じた負の影響に対する
対応の理解】，【ストレスマネジメントや生活リズムの
獲得と適応の理解】，【治療生活と自己コントロール感
の獲得の理解】の３つの対応について学んでいること
が明らかになった。
上記に述べたように，出現する副作用は患者により
様々であり，外来においては，自分自身で自分にあっ
た対応法を医療者と共に模索していくことが求められ
ている。【副作用や治療で生じた負の影響に対する対
応の理解】は，「爪にグリセリンを塗ったり，ガーゼ
で保護するなど工夫して処置をしている」のような，
まさに患者が行っている，教科書には載っていないよ
うな個別性のある工夫の内容について，知識として得
ることが出来ている。個別性が重要視される中，臨地
実習で学生指導を行っていると，個別性のある看護の
具体的な内容がわからず，看護の内容が抽象的になっ
ていることを多々経験する。これは，学生が患者への
看護を行う経験が浅いことにより，個別性を上手くと
らえることができず，また個別性のある看護とはどう
いったレベルのものであるか理解しかねていることが
要因と考えられる。短時間の外来実習で，このように
個別性のある工夫の内容を理解することができたの
は，患者が実体験に沿った工夫内容について語ってく
れたことによるものである。さらに，個別性について
学ぶことは，学生の看護の能力をより高めることに有
効であると考える。
がんは治療の進歩や新薬の開発により，がんに罹患
後の生存期間が延長している。がんサバイバーとして
仕事や役割をはたしながら，地域で生活する人も多く，
治癒あるいは慢性的経過をたどる，慢性疾患と位置づ
けられるようになった。Gerson, E と Strauuss, A は，
慢性疾患は長期的，不確か，不経済であるという特徴
を述べている13）。場合によっては年単位で継続して
化学療法を行う患者もおり，そのストレスや生活への
影響は計り知れないものがある。そうした中，「点滴
センターに来ている同じ境遇の患者同士で会話をする
ことで落ち込んだ気分を紛らわしている」といったス
トレスマネジメント方法を患者は行っていた。学生は
「家族や友人と話したり，趣味をして気分をすっきり
させている自分で工夫してストレスマネジメントを行
っている」と，ストレスを感じていること，さらにそ
のストレスマネジメントストレスマネジメントを自ら
の工夫でおこなっていることを理解している。ま
た，＜副作用に合わせて生活リズムを適応させている
ことがわかる＞＜治療生活を繰り返すことでリズムが
獲得できることがわかる＞ことで，治療生活を経験す
ることが適応するためには役立っており，まずは自分
のパターンを知ることが先決であることが理解されて
いる。【ストレスマネジメントや生活リズムの獲得と
適応の理解】をすることにより，長期的に外来化学療
法を行っている患者の状態を把握し，必要な看護を見
いだすことにつながると考える。
がんが慢性疾患と捉えられてきているとはいえ，ま
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だまだ不治の病，がん＝死という考えやイメージが根
強く残っていることも事実である。医療者もまた，慢
性疾患であるという認識はいまだ薄い。特に化学療法
を行っているがん患者の多くは，何らかの副作用症状
や生活への影響が生じており，決して穏やかな生活と
は言い難い。しかしながら【治療生活の調整と自己コ
ントロール感獲得の理解】は，そういった中でも前向
きに取り組み，自分で自分のコントロール感を感じる
ことができていることを表している。単に副作用症状
の管理や生活を整えるという枠を超え，より大きく前
進している様を，しっかり学生は患者との対話から学
んでいた。狭義の適応ではなく，広義の適応について
学ぶことは，がんのみならず，疾患を抱えながら生活
する患者の理解を深める上で，大いに役立つと考え
る。
４）カテゴリー・サブカテゴリー間の記録単位数の割合
(1)化学療法が患者・家族の生活に及ぼす影響の学び
【化学療法が心理・精神，生理，社会生活に負の影
響を与えていることの理解】は記録単位が73（68.2％）
と最も多い。これは，学生が対話を行なう話し始めの
きっかけとして，今現在出現している副作用症状が話
題として提案しやすいこと，患者も初対面の学生に対
し，副作用症状が話しやすいことが影響していると考
える。一方，【生活を再調整する必要性の理解】は上
記に記載したように，成人看護学実習Ⅰの行動目標の
①として，「生活の再調整が必要な慢性疾患患者の看
護」と掲げているが，記録単位数は21（19.6％）であ
り，やや学びが少ない印象を受ける。まだ医療者にも
がんが慢性疾患であるという考えが十分に浸透してい
ないのと同様に，学生もまた慢性疾患という認識が薄
いのではないだろうか。さらに学生は臨地実習を行っ
ているとはいえ，臨床経験を積んでおらず，まだ医療
者としての知識や思考が確立していない時期にある。
患者や家族に近い感覚や知識であるため，その認識が
薄かったとも考える。生活の再調整は，外来化学療法
を行なう患者にとって治療を継続していく上での柱と
なっているため，今後はさらに，がんも慢性疾患とし
て位置づけられてきているということを強調した教育
を行っていくこと，生活の再調整を意識するような事
前学習を提示していくことで，より効果的な外来実習
にしていく必要があると考える。
【治療や疾患に対して不安を抱くことの理解】この
学びについても13（12.1%）と記録単位数が少な目だ
が，初対面の学生に多くを語れる内容ではないことが
影響していたと考える。
(2)患者が自ら行っている対応方法の学び
【治療生活の調整と自己コントロール感獲得の理解】
は，前述したように，単に副作用症状の管理や，生活
を整えるという枠を超えたレベルである。19（14.3%）
と記録単位数は多くはないが，短時間の実習でこのレ
ベルまで学べていた学生がいたことは，外来実習の可
能性を感じさせた。
８．結語
外来で医療を受ける患者は急増しており，外来看護
の重要性が浮き彫りされている。看護基礎教育も変化
している医療の現場に合わせて教育を行なっていく必
要がある。
学生は，外来で化学療法を受けているがん患者と対
話をすることにより，化学療法が生活に及ぼす影響と
それに対して患者自身が行っている対応について学ん
でいた。この学びは本実習の目標そのものであり，目
標に沿った学びが得られていた。短時間ではあるが，
病棟や教科書だけでは学びきれない事柄について，学
生が自ら体験することで知識として確立させており，
今回の外来実習は，外来通院をして地域で生活する患
者の心理・精神・身体・社会的状況を理解する上で非
常に重要な役割をはたしていることが明らかになっ
た。
しかし【生活を再調整する必要性の理解】について
は記録単位数が少なく，がんが慢性疾患という認識が
薄い可能性がある。今後は事前学習により，生活の再
調整への意識を高めていく必要がある。
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on patients in the outpatient continuation nursing practice
Akemi TAKEI1),  Hiromi SANAKI1),  Hiromi TSUJIMURA1),
Masataka HORIKOSHI1),  Mayu SORIMACHI2),  Michiyo OKA1),  
Toshie MORI1),  Tamae FUTAWATARI1),  and  Kiyoko KANDA1)
Abstract：[Purpose] We examined the status of learning in students based on records on
practice in the outpatient-clinic chemotherapy center.
[Methods] We extracted 240 learning points based on the records on practice in the outpatient-
clinic chemotherapy center submitted by 60 nursing students, and analyzed the contents.
[Results] Learning points regarding the influence of chemotherapy on patients’ lives were
classified into 6 subcategories.  They were unified into the following 3 categories: “the
acquisition of knowledge about the negative influence of side effects on psychological/mental,
physiological, and social factors” ; “the recognition of the necessity for lifestyle modification” ;
and “the recognition of anxiety about treatment and disorders”. Learning points regarding
patients’ self-management were classified into 9 subcategories.  They were unified into the
following 3 categories: “the understanding of patients’ strategies regarding the negative
influence of side effects/treatment on their life” ; “the understanding of stress management,
regular life acquisition, and indication” ; and “the understanding of life while undergoing
treatment and self-control”.
[Conclusion] We compared the results with the behavioral goal of Adult Nursing Practice I.
The learning points meeting the goal were achieved.  The number of record units regarding
“the recognition of the necessity of lifestyle modification” was small.  In the future, students’
consciousness of the need for lifestyle modification should be improved in pre-practice learning
to make the value of practice more significant.
Key words：adult nursing practice, practice records, contents analysis, outpatient
chemotherapy
1) Department of Nursing, School of Health Science Faculty of Medicine, Gunma University
2) Division of Nursing, Gunma University Hospital
